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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月5日(2017.12.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録材に画像形成する画像形成装置であって、記録材に接触する無端ベルトを含むベル
トユニットと、装置本体に対して開閉可能な開閉部材と、画像形成動作が禁止された状態
と前記禁止が解除された状態とを切り換えるスイッチと、前記開閉部材に設けられ、前記
スイッチを押圧可能な切換部材と、を有し、前記切換部材が前記スイッチを押圧、押圧解
除により前記スイッチによる前記画像形成動作の禁止状態が切り換わり、前記開閉部材を
前記装置本体に対して開くと、前記切換部材による前記スイッチの押圧が解除され前記画
像形成動作が禁止された状態となり、前記ベルトユニットを装置本体に装着可能となる画
像形成装置において、
　前記ベルトユニットが前記装置本体に装着されていない場合、前記開閉部材を前記装置
本体に対して閉じる際、前記切換部材は前記スイッチを押圧できず、前記画像形成動作が
禁止され、前記ベルトユニットが前記装置本体に装着されている場合、前記開閉部材を前
記装置本体に対して閉じると、前記切換部材が前記スイッチを押圧し、前記画像形成動作
の禁止が解除されることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記ベルトユニットが装置本体に装着されていない場合、前記開閉部材を装置本体に対
して完全に閉じることが抑制されることを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記開閉部材には、前記ベルトユニットが装置本体に装着されていない場合に前記開閉
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部材を前記装置本体に対して閉じた際、前記装置本体と当接して前記開閉部材が装置本体
に対して完全に閉じることを抑制する当接部が設けられていることを特徴とする請求項２
に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記開閉部材に移動可能に保持された移動部材を有し、
　前記移動部材は、前記ベルトユニットが前記装置本体に装着された場合と装着されてい
ない場合とで、前記開閉部材を閉じる際に前記開閉部材に対する位置が異なり、
　前記当接部は前記移動部材に設けられていることを特徴とする請求項３に記載の画像形
成装置。
【請求項５】
　前記切換部材は前記移動部材に保持されていることを特徴とする請求項４に記載の画像
形成装置。
【請求項６】
　前記切換部材に前記当接部が設けられていることを特徴とする請求項５に記載の画像形
成装置。
【請求項７】
　前記開閉部材に移動可能に保持され、前記ベルトユニットが前記装置本体に装着された
場合と装着されていない場合とで、前記開閉部材を閉じた時の前記開閉部材に対する位置
が異なる移動部材を有し、
　前記切換部材は前記移動部材に保持され、前記ベルトユニットが装置本体に装着されて
いない場合、前記開閉部材を前記装置本体に対して閉じると、前記切換部材は前記スイッ
チを押圧しないことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記移動部材は前記開閉部材に対して回転することにより、前記開閉部材に対して移動
することを特徴とする請求項４乃至７のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　前記開閉部材を閉じる際、前記移動部材は前記装置本体に装着された前記ベルトユニッ
トに当接することで、前記開閉部材に対して移動することを特徴とする請求項４乃至８の
いずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項１０】
　前記画像形成動作が禁止された状態とは、前記無端ベルトの駆動が停止された状態であ
ることを特徴とする請求項１乃至９のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項１１】
　記録材を加熱する定着器を備え、前記画像形成動作が禁止された状態とは、前記定着器
の駆動及び又は前記定着器への給電が停止された状態であることを特徴とする請求項１乃
至１０のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項１２】
　前記開閉部材に対して開閉可能な第２の開閉部材を有し、
　前記移動部材は、前記装置本体に前記ベルトユニットが装着されていて且つ前記開閉部
材が閉じている状態で、前記第２開閉部材の前記開閉部材に対する移動を規制せず、前記
開閉部材が開いた状態で、前記第２開閉部材の前記開閉部材に対する移動を規制すること
を特徴とする請求項９に記載の画像形成装置。
【請求項１３】
　記録材に画像形成する画像形成装置であって、記録材に接触するベルトを含むベルトユ
ニットと、装置本体に対して開閉可能な開閉部材と、を有し、前記開閉部材を前記装置本
体に対して開くと、前記ベルトユニットを装置本体に装着可能となる画像形成装置におい
て、
　前記ベルトユニットが装置本体に装着されていない場合、前記開閉部材を装置本体に対
して完全に閉じることが抑制され、前記ベルトユニットが前記装置本体に装着されている
場合、前記開閉部材を前記装置本体に対して完全に閉じることが可能となることを特徴と
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する画像形成装置。
【請求項１４】
　前記開閉部材には、前記ベルトユニットが装置本体に装着されていない場合に前記開閉
部材を前記装置本体に対して閉じた際、前記装置本体と当接して前記開閉部材が装置本体
に対して完全に閉じることを抑制する当接部が設けられていることを特徴とする請求項１
３に記載の画像形成装置。
【請求項１５】
　前記開閉部材に移動可能に保持された移動部材を有し、
　前記移動部材は、前記ベルトユニットが前記装置本体に装着された場合と装着されてい
ない場合とで、前記開閉部材を閉じる際に前記開閉部材に対する位置が異なり、
　前記当接部は前記移動部材に設けられていることを特徴とする請求項１４に記載の画像
形成装置。
【請求項１６】
　前記移動部材は前記開閉部材に対して回転することにより、前記開閉部材に対して移動
することを特徴とする請求項１５に記載の画像形成装置。
【請求項１７】
　前記開閉部材を閉じる際、前記移動部材は前記装置本体に装着された前記ベルトユニッ
トに当接することで、前記開閉部材に対して移動することを特徴とする請求項１５又は１
６に記載の画像形成装置。
【請求項１８】
　前記開閉部材に対して開閉可能な第２の開閉部材を有し、
　前記移動部材は、前記装置本体に前記ベルトユニットが装着されていて且つ前記開閉部
材が閉じている状態で、前記第２開閉部材の前記開閉部材に対する移動を規制せず、前記
開閉部材が開いた状態で、前記第２開閉部材の前記開閉部材に対する移動を規制すること
を特徴とする請求項１７に記載の画像形成装置。
【請求項１９】
　記録材に画像形成する画像形成装置であって、記録材に接触するベルトを含むベルトユ
ニットと、装置本体に対して開閉可能な開閉部材と、を有し、前記開閉部材を前記装置本
体に対して開くと、前記ベルトユニットを装置本体に装着可能となる画像形成装置におい
て、
前記装置本体に対して装着された前記ベルトユニットが前記装置本体から外れることを規
制する規制部材を有し、前記規制部材は前記ベルトユニットが前記装置本体から外れるこ
とを規制する規制位置と、前記ベルトユニットを前記装置本体から着脱可能な被規制位置
とに移動可能で、
　前記規制部材が前記被規制位置にある前記規制部材によって前記開閉部材を装置本体に
対して閉じることを抑制されることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２０】
　トナー像が形成される感光体を備え、前記無端ベルトは前記感光体から転写されたトナ
ー像を前記記録材に転写するベルトであることを特徴とする請求項１乃至１９のいずれか
一項に記載の画像形成装置。
【請求項２１】
　記録材に画像形成する画像形成装置であって、
　記録材に接触可能な無端ベルトを含むベルトユニットと、
　装置本体に対して開閉可能な開閉部材と、
　画像形成動作の状態を切り換えるスイッチと、
　前記開閉部材に設けられ、前記スイッチを押圧可能な切換部材と、
　前記開閉部材に回転可能に設けられ、前記ベルトユニットの一部と接触可能な接触部と
を有する回転体と、を有し、
　前記ベルトユニットが前記装置本体に装着されていない場合に、前記開閉部材を前記装
置本体に対して閉じる状態に向かって移動させると、前記切換部材は前記スイッチを押圧
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できず、
　前記ベルトユニットが前記装置本体に装着されている場合に、前記開閉部材を前記装置
本体に対して閉じる状態に向かって移動させると、前記接触部が前記ベルトユニットの一
部と接触し前記回転体が回転し、前記切換部材が前記スイッチを押圧することで、前記画
像形成動作の状態を切り換えることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２２】
　前記開閉部材が前記装置本体に対して閉じた状態において、前記切換部材と前記接触部
は、前記開閉部材から前記装置本体に向かってそれぞれ突出していることを特徴とする請
求項２１に記載の画像形成装置。
【請求項２３】
　前記開閉部材が前記装置本体に対して閉じた状態で見た場合に、前記回転体の回転軸線
方向は、画像形成動作を行う複数の感光体の複数の回転軸線方向と交差することを特徴と
する請求項２１又は２２に記載の画像形成装置。
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